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ここには，研究の概要をお書きください．400字以内で，目的，方法，結果を記述し，最後の行に，キーワード（３語以上６語以内）を明記してください．
本学会誌第２号では，提出された原稿（Wordファイル）をもとに，編集委員会（編集幹事会を含む）にて査読され，掲載可の評価を受けたものが，PDFファイルに変換され，必要な情報を付加されたのち，オフセット印刷（Ａ４判）されます．つきましては，提出原稿は，鮮明で読みやすく，正確な出版物とするために，以下の執筆要領にしたがい，原稿の作成をお願いいたします．また，執筆要領を著しく逸脱した原稿は，修正をお願いすることがあります．　
キーワード：情報科教育，高校教育，教育効果，・・・
1. はじめに

論文を投稿する際には，まず，日本情報科教育学会論文投稿要領をご確認ください．
このWordファイルには，論文タイトル，章，節，参考文献などそれぞれの書式を例示していますので，参考にしてください．

原稿の提出期限は，2009年9月8日（火）です．また，原稿のファイル形式は，Word形式（doc形式）でお願いします．図や本文など，レイアウトの確認のため，可能な場合は，PDFファイルも合わせて送信願います．
2. 原稿の作成について

2.1 原稿サイズとページ数

原稿サイズはA4です．印刷される学会誌もA4サイズとなります．原則，頁数は最大10頁までとします．なお，原稿には頁番号を記入しないでください．
2.2 原稿の余白

原稿の余白は，上端20mm，下端24mm，左右23mm程度にしてください．その中の範囲を原稿記入範囲とさせていただきます．

2.3 使用言語

[image: image1.emf]原稿に使用する言語は，日本語または英語でお願いします．

2.4 頁構成

先頭頁の原稿記入範囲の上部より順に，論文タイトル，著者名，所属の各項目を，1段組でセンタリングでして記入してください．このサンプルのように，副タイトルをつけても構いません．その後，研究概要，キーワードも記入してください．
本文は，2段組で作成してください．1頁あたりの行数は，45行程度を目安にしてください．

2.5 文字のフォントとサイズ

フォントは，明朝体，ゴシック体に準じ，特殊なフォントの使用は避けてください．文字サイズ（ポイント）は，学会誌全体でのバランスを取るために，表1を参考にお願いします．

なお，フォントは，proportional, fixedのいずれの使用も可能です．英文の場合は，times new romanをお使い下さい．

図表

表のキャプションは，上側中央に（表1），図のキャプションは，下側中央に記載してください（図1）．

また，カラーの図表・写真等をお使いになることは可能ですが，学会誌は白黒印刷になります．

表1 フォントとポイント

	項目
	フォント
	ポイント

	タイトル
	ゴシック
	14

	サブタイトル
	ゴシック
	12

	著者名・所属
	ゴシック
	11

	メールアドレス
	ゴシック
	11

	研究の概要
	明朝
	9

	各章の見出し
	ゴシック
	11

	本文
	明朝
	10

	参考文献
	明朝
	9


図1 本学会の名称

2.6 参考文献

参考文献は，以下の例を参考にして記述してください(1)． 

· 論文誌・雑誌の場合は

　著者名，タイトル，雑誌名，巻，号，ページ，発行年．

· 書籍の場合は，

　著者名，書名，参照ページ，発行所，発行年．

また，本文中で参考文献(2)に関連する箇所には，このように参考文献の番号を上付きで付与してください．

3. 原稿（Wordファイル）の提出について

原稿は，Wordファイルを下記アドレスまで送信してください．また，その際，レイアウトなどの参考の為，PDFファイルも併せて送信願います．

・原稿の送信先：paper@jaeis.org
・メールの件名：JAEIS論文_○○…○
※○○…○は氏名，（例）JAEIS論文_情報太郎

4. おわりに

慣用的ではない用語については，本文または脚注に説明を加えてください．

参考文献

(1) 著者名1，著者名2，著者名3：“題名”，雑誌名，巻，号，pp.27-38（2008）．

(2) 著者名：“書名”，参照頁，発行所（2008）．
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